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漁業経済学会　短　信

第4 1回脚8こ参カロして

近畿大学大学院　　岡　田　充　弘

去る5月28､ 29両日にわたり､第41回漁業経済

学会が近畿大学農学部(奈良キャンパス)におい

て開催された｡こういった学会への参加自体､経

験の乏しい小生はいささか張りつめた気持ちで会

場へと向かった｡折しも学会前日にテレビ､ある

いは新聞で｢国際捕鯨委員会で実質的に捕鯨継続

の可能性が絶たれた｣と大々的に報道されて､新

しい国際海洋利用秩序の確立や冷戦終結等による

新しい国際秩序の形成云々がはやし立てられてい

た｡その意味で､ ｢漁場利用体制の国際的動向に
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ついて｣というテーマでのシンポジュームが後半

の日程に組み込まれていたこの第41回大会が､漁

業経済学会関係者に限らず､社会全体からも注目

される内容であることは簡単に予想できた｡予測

される白熟した議論に､ ′ト生のような不勉強かつ

視野の狭い若輩がどこまで内容を理解できるか､

不安は尽きなかった｡

第-日目には､ 20近くにもおよぶ個人報告が2

会場に分かれて発表された｡そのため､物理的に

全報告をお聞かせいただくことは不可能であった

が､報告の内容は多岐にわたり､聞き応えがあっ

た｡小生が拝聴できた報告に限っても､ ｢国際的

漁業管理における不確実性と合意形成｣ (三重大

学　佐久間美明氏)や｢OECD水産委員会の漁

業管理研究｣ (中央水研　中西孝氏)のような国

際的視野に立っての漁業管理研究あり､ ｢資源利

用からみたサケマス増殖事業の国際比較｣ (東水

大　中野･水口両氏)､ ｢アイスランド漁業とそ



の管理政策一経済政策としての考察-｣ (中央水

研　黒沼苦弘氏)のような諸外国の漁業問題に関

する研究もあって､非常にグローバルな内容のも

のが多いという印象を受けた｡

そのなかで､境一郎氏の｢ホタテガイ栽培漁業

の技術革新と漁業経営｣の報告でご紹介いただい

た､ -漁家一億円の貯金の事実に-こういった事

実は一般的であるとはいえないとしてもーただな

らぬ刺激を覚えたo小生が一昨年日本海沿岸の数

箇所の漁村において聞き取り調査を実施した際に､

漁村は後継者不足や嫁不足､さらには若年層の都

市部への流出等､深刻な問題を数多く抱えている

ことを知り､ついっい悲観的な目で漁業を捉えが

ちになっていた｡ところが氏の報告をお聞きして､

新鮮な気持ちにさせられたばかりでなく､自己の

認識不足を恥じると同時に､これからの日本の漁

業はまだ多くの可能性を秘めていると感t3させら

れた｡しかしながら､当初より危偵していた通り

不勉強が災いし､せっかくの貴重なご報告にもか

かわらず充分に内容を岨喝するまでには至らなか

ったものも少なくなかった｡ ｢視野の拡大･知識

の拡充｣が今後の課題として残り､深く反省させ

られる結果となってしまった､というのが正直な

ところである｡しかしこうした意味からも､小生

のような者にとってはこのような大会に参加させ

ていただくこと自体､多岐にわたる数々のご報告

をお聞かせいただくことができ､有効な自己啓発

になるという点で大変有意義なものであると､こ

のように解釈している｡

翌29日のシンポジュームでは｢漁場利用体制の

-2-

国際的動向について｣というテーマのもとで､ 5

名の先生方が講演を行った｡そして午後からは諸

先生方により白熟した議論が交され､あらゆる角

度からさまざまな見解が出されていた｡いずれの

ご報告もそれぞれの視点からそれぞれの課題を鋭

く解析されたものばかりで､小生にはやはり内容

が高度すぎたことは予想通りであった｡

小生が常々ご指導を賜っている近畿大学の榎彰

徳先生のご報告では欧州諸国における漁業管理に

ついて考察され､ EU統合の議論がなされている

ような欧州という世界の一部分においても､国;

間の利害関係や資源管理利用調整等､漁業管理に

関して捉起される問題が山積みしている現状が紹

介された｡シンポジュームのテーマからして､こ

れから｢国際的｣という言葉のもとに全世界のそ

れを包括して考えていこうという試みは､なおさ

ら難しいと､漠然と問題の大きさに頭を抱えてい

た｡

また､芋川恒紀氏(東海大学)の｢個別割り当

に基づく漁業管理｣というテーマでのご報告では

多くを勉強することができた｡これまで′Jヽ生は資

蕨管理における｢個別割当｣という言葉を漠然と

した概念で使用していることが多かったが､そケ

が本来意味するところを知って､認識が深められ

た｡

ともあれ､夕刻には第41回漁業経済学会大会は

成功裡に二日間の日程を終え､多数の参加者の方

々はそれぞれの立場で､それぞれの刺激を受けた

に相違ないと思う｡それは小生のような稚拙な者

にも非常に有意義な二日間であったからである｡



(会員動向) ｢私の劫も｣

漁業経済学会　の総務　浜田さん　から　学会

の『短信』へ　近況　を書けというお手紙を頂い

た　とき　私は漁業経済学会　創立のころ　の

ことを想い出しました｡そして　私が　書斎のよ

うにしている　農文協図書館へ行って　水産関係

の棚を眺めたら　何か　皆さんに　書けること

を想い出すだろう　と考えました｡　　あそこに

は数年前に　学会三十周年記念講演であいました

＼i　久宗さん　高橋さん　と三人で　学会創立の

頃の想い出を　水産大学で　お話した記録が保存

してある筈だと　思いました｡

その時　ふと頑に浮かんだ　のは､ ｢漁業経済

学会｣という　命名　についてあの時に話したか

どうか　という疑問であります｡　｢水産経済

学会｣とはせず　｢漁業　経済学会｣　となるの

に　私　は関与した記憶が　あります｡

水産物を獲るのではあるが､　いかなる権利関係

の下で　資本と労働が　結びあって　行われる

生産-　それを研究認識すること-が　われわれ

の課題の中心である､　生産の場を中心　とした

近　藤　康　夫

経済研究だ､という　考えであったと　思います｡

その考えは　私は今日も同じです｡　日本沿岸

が汚れて　漁業ができなくなり､　外国で　外国

船で獲った　魚が　支配的になる時が　来れば

｢水産経済学会｣　にならざるを　えないと思い

ますが　そうなることのないことを　念願いたし

ます

当年　私は九十五才､　耳と眼が　駄目　にな

りましたから　聡明　さが　ありません｡　残る

眼は眼底を　やられて　筆先が見えない　字を書

きますからご覧の通りの乱雑です　ただ脚　だ

けは比較的　健在で杖は不要､パスが　来れば

反射的に　駆け出して乗　ろうと　します

農文協図書館へほぼ毎日　出掛けます　夜九時

に就眠　するのが　私唯一の健康法です

以上が　私の近況です｡ (一九九四.六.二四)

(近藤康男先生に原稿執筆をお願いしましたが､

ご高齢にもかかわらず､早々に原稿を頂きました｡

本当にありがとうございました｡先生の原稿を忠

実に再現したのが上記文章です)

第4 1回輝き

5月28日(土)～29日(日)の両日､近畿

大学農学部において第41回漁業経済学会が開催さ

れた｡第1日目は19題の一般報告が行われた｡第

2日日のシンポジュームは｢漁場利用体制の国際
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的動向について｣をテーマに実施され､両日とも

多数の参加者を得て活発な討論がなされた｡大会

プログラムは以下の通りである｡



く一般報告)

207会場

20ト1.国際的漁業管理における不確実性と合意

形成　　　三重大学　　佐久間美明

20ト2.沿岸域における固定式刺締漁業の漁場選

択　　　　真水大院　　山口　由二

20ト3.琵琶湖のアユ沖すくい網漁業における漁

獲量と価格の関係について

東水大院　　鈴木　直樹

207-4.霞ヶ浦･北浦の漁業生産金額に及ぼす環

境と市場の影響について

東水大院　　工藤･水口

20ト5.資源利用からみたサケマス増殖事業の国

際比較　　　東水大院　　中野･水口

20ト6.共同漁業権管理委員会の機能に関する検

討一山口県共107号漁場の事例を中心に

真水大　　　水口　憲哉

208会場

208-1.　国司浩助とトロール漁業経営

姫路女短大　足立　秦紀

208-2.宮崎南郷小型船マグロ漁業の変遷と経営

諸類型　　　水土舎　　木下　明

20813.沖合底びき網漁業における経営展開の現

段階と課題北大　　　　板倉　信明

208-4.　ホタテガイ栽培漁業の技術革新と漁協経

営　　道漁連｡鹿大　　境　一郎

208-5.変貌するインドネシアエビ養殖業と民衆

交易の試み　日本福祉大　鈴木　隆史　2

08-6.海外イカ釣漁業の生産特性と漁場選択条件

一八戸の海外イカ釣漁業の分析から-
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中央水研　三木　克弘

207会場(午後の会場は207会場のみ)

207-7.水産物需要の分析

農中金総研　　大塚　秀雄

207-8.韓国の漁業と漁業管守

元　日大　　山本　忠

207-9.中国の漁業生産とその管理

日中農交常任委員　　其道　東明

207-10. 0 E CD水産委員会の漁業管理研究

中央水研　　　中西　孝

207-ll.アイスランド漁業とその管理政策一経卓

政策としての考察一

中央水研　　　黒沼　書弘

20ト12.　まき縞漁業とサバ資源管理

中央水研　　　多屋　勝雄

207-13.　戦前期沖縄産鰹節の流通に関する一考

察

沖縄水高･鹿大院　上田不二夫

くシンポジューム)

テーマ: ｢漁場利用体制の国際的動向｣について

コーディネーター:長谷川　彰

報告:

1. ｢漁場利用体制の国際的動向｣について

長谷川　彰

2.公海漁場の現状と課題

真水大　　小野征一郎

3. ECの漁業管理の現状と課題-フィッシュポ

ンド政策の10年とその評価

近畿大学　榎　彰徳



4.東海･黄海の漁場利用と漁業管理

長崎大学　片岡千賀之

5.個別割当に基づく漁業管理

東海大学　革川　恒紀

コメンター:松田恵明く鹿大) ･中西孝(中央水

研) ･山本息(元　日大)

司会:倉田　亨(近大) ･秋谷東男

(総会議事)

議長に酒井売介氏を選出し､秋谷東男代表理事

の挨拶の後､下記の議事について審議した｡

1. 1993年度事業報告

1992年度活動報告､会誌発行､短信発行等0

2. 1993年度会計決算報告､監査報告(後掲資料

参照)

3. 1994年度事業計画裏

会誌編集計画､短信編集計画方針等が審議､

了承された｡また次回の第42回大会開催予定

地やシンポテーマ等については決定に至らず､

在京理事会に一任ということで了承された｡

4. 1994年度予算塞く後掲資料参照)

原裏通り､了承された｡

5.学会賞選考委員会報告

学会賞､学会奨励賞ともに今回は該当者なし

となった｡

6.学会賞選考委員会の改選について

加瀬和俊･長谷川彰両氏の任期満了に伴う改

選の結果､倉田亨氏､片岡千賀之氏が選出さ

れた｡選考委員会委員は以下の通り｡秋谷･

大海原･小　野･廉書･堀口(いずれも1995.

5月まで任期) ､片岡･倉田(いずれも1996.

5月まで任期) 0

≠巨牌等唱轄旨

1.学会誌編集計画について

昨年同様､企画特集号を含め､年4回の発刊

を堅持する｡

2.短信

年3回の発刊を予定している｡会員動向欄へ

の投稿を根気よくお願いしていきたい｡

3.次期大会開催地･シンポテーマについて

次期大会開催地は中央水産研究所(枝浜市)

に決定した｡日程は1995.5.25 (木)に全国理

事会､ 5.26 (金) ､ 5.27 (土)両日が個人報
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告､シンポジュームとなった｡

シンポジュームのテーマ､コーディネーター

についてはなお最終決定するに至っていない｡

次回在京理事会で最終決定にこぎつけるペく､

代表種事､事務局を軸に調整することとなっ

た｡

4.日本農学箕の推薦について

日本農学賞の推薦候補の締め切りは11月上旬

となっており､第2回在京理事会に先だって

推薦著書等があれば､積極的に事務局まで遵



絡下さい｡

5.その他

学術会議(水産学)会貞選出結果について

推薦人を引き受けて頂いた鈴木旭氏より｢清

水誠氏(日本魚頬学､日本水産学会)と隆島

史夫氏(日本水産工学会､日本水産増韓学会)

の2名が学術会議会見(水産学)に選出され

た｣旨の連絡がありました｡

:弓嚇毒力ヽらのお知らせ 

★新入会員の紹介

･渡辺浩幹(水産庁国際課) ･工藤貴史(真水

大院) ･大塚正人(東水大4年) ｡山川卓(三

垂水技センター) ･木下明(水土舎) ･中野正

真(東水大院)

★寄贈図書について

･降島･松田編『地球にやさしい海の利用』

(恒星杜恒星閣) ､ 93.9.5

･ 『平成5年度食品産業短期経済観測システム

開発研究調査事業報告書』 ､ (財)食品産業

センター､平6年3月

★ 『漁業経済学会第41回(奈良大会)報告要旨集』

を購入希望される方は事務局総務担当･溝田ま
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でご連絡下さい｡送料込みで1.000円です｡

★学会･研究会のお知らせ

前記のとおり､第42回漁業経済学会は横浜市a'

中央水産研究所で95年5月26日く金) ､ 5月27

日(土)両日開催されますが､今年開催される

他学会の開催日程は次の通りですのでお知らせ

申し上げます｡

･北日本漁業経済学会'94年10月7日(金)

～10月8日(土) ､塩釜市

･西日本漁業経済学会'94年10月26日(水)

～10月27日(木) ､松江市｢ホテル白鳥｣

･国際漁業研究会　　　t94年10月28日(金)

～10月29日(土)　東京水産会館

学会短信　No.73

1994. 7

学会事務局

〒108　東京都港区港南4-5-7

東京水産大学内

電話　03-3471-1251



【 1 9 9 3年度決好報告(1993.4-1994.3)

1.収入の部

大科目 傅ﾈ怏m｢�予罪 佇�B�佇�Bﾙuﾈ撮�

会費 儉ｨ檍蹴��h檍蹴��檍蹴�1,500,000 �"ﾃ�����ﾃs唐�c��#S��.000 .000 .000 .000 田�ゅ����

金誌売上 畠k�5ｨ985闔ｨｸ��k�ｼx騎�350.000 �3s"�3cr�R�.200 .200 .000 �#"�#���

カンパ ��200.000 �#SR�����鉄Rﾃ����

寄件金 ��600.000 �#S��000 蔦3S������

大会収入 �����HH�2�160.000 �#C��#�"�Cb�000 000 000 塔づ����

刊行助成金 ��0 田��ﾃ����田�������

雑収入 俎9y��r�+ｸ,ﾉ�ﾂ�20.000 �"���,175 409 .766 蔦�rﾃ�#R�

当期収入合計 ��2.830,000 �2ﾃ��Rﾃ3sR�����コ�3sR�

前期繰越金 ��880,726 塔��縱#b����

収入合計 �3.710,726 釘縱澱�101 ����コ�3sR�

2.支出の部

大科目 傅ﾈ怏m｢�予算 佇亥｢�予昇一決算 

会誌等印刷費 ������ﾒ�2.500.000 �"ﾃ#sbﾃSCb�"ﾃ�s"紊#B���B��#"�223.454 

通信発送費 ���ﾙ�r�+ｸ,ﾉ�ﾂ�200,000 ��cr緜c��CRﾃ��r��#"經S��32,332 

事務局費 冦YV��70.000 鼎�"�C�"�69.588 

会議費 兀H橙�w�+2y�Xﾘr��2����i�Xﾘr閲yN���効醜橙�200.000 �3�R�3���sB�#�����������sr�����CB�����-105.300 

大会経費 兩8諍w�{��酳��8ﾟﾉN��鳧ﾍ冽�N��+ｸ,ﾉ�ﾂ�160,000 ��s�經モ�Cbﾃ#ッ�cb��#b��Rﾃ����CBﾃ�sb�-ll.588 

負担金 �?ｩgｹE�x橙�43.000- 鼎2ﾃC���C2紊���-400 

雑費 ��10.000 ���10.000 

小計 ��3,183,000 �"纉cBﾃ��B�218.086 

繰越金 ��527,726 ��繝3�ﾃ�ビ�-I,303.461 

支出合計 �3.710.726 釘ﾃs澱�����-1.085.375 
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3.財産目録(一般会計)

種類 况�?ﾉ�b�金額 

郵便貯金 遁I霎(ﾗ9V��ﾈ遥���鰄+��9.936 

普通預金 �721.487 

振替貯金 �632.020 

現金 �467.744 

合計 ��1,831,187 

4.財産日録(特別会計)



【1 9 9 4年度予井(1994.4-1995.3)

1.収入の部

科目 冰ﾈ蠅�前年度予井 ��ﾘﾋ��

会費 ��緜S������1,500,000 ��S������

会誌売上 �3S�ﾃ����350,000 ���

カンパ �#�������200.000 ���

寄付金 鼎S������600.000 蔦�S������

大会収入 �#s�ﾃ����160.000 末ﾆ�����

刊行助成金 ���0 ���

雑収入 �#������20,000 ���

小計 �"纉C�ﾃ����2,830.000 ����ﾃ����

前期繰越金 ��ﾃ�3�ﾃ�ビ�880,726 涛S�紊c��

合計 釘ﾃss���ビ�3,710.726 白ﾃ�c�紊c��

増減-予芳領一前年度予井額

2.支出の部

科目 冰ﾈ撮�前年度予井 ��ﾘﾋ��

余弦等印刷費 �"ﾃS�������2.500.000 ���

通信発送費 �#��������200.000 ���

事務局費 鉄�ﾃ����70.000 蔦#�ﾃ����

会議費 �#S�ﾃ����200,000 鉄������

大会経費 �3��ﾃ����160,000~ 曝示�����

負担金 鼎2�����43,000 ���

雑費 ���ﾃ����10,000 ���

小計 �2ﾃ3S2�����3.183.000 ��s�ﾃ����

捜越金 白紊�ゅ�ビ�527,726 塔��紊c��

合計 釘ﾃss�ﾃ�ビ�3.710.726. ��ﾃ�c�ﾃCc��

増減-予芳額一前年度予井額
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